
（様式第1号）
2016年 1 月 1 日

団体名　

代表者名 

A.団体情報

都 道
府 県

○ はい いいえ 確認書類URL：http://goo.gl/s6FesA
○ はい いいえ 確認書類URL：http://goo.gl/nYOy8a

B.宣言アクション情報

○ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17 ○ 18 ○ 19 ○ 20

○ 海外 ○ 日本全国

青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 茨城 栃木

群馬 埼玉 千葉 東京 新潟 富山 石川 福井

山梨 長野 岐阜 静岡 愛知 三重 滋賀 京都 大阪 兵庫

奈良 鳥取 島根 岡山 広島 山口 徳島 香川

愛媛 高知 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎

沖縄

○

※　本宣言用紙はにじゅうまるプロジェクトホームページ（http://bd20.jp/）からもダウンロードが出来ます。
※　項目の右上に*の印がついているものは、Webサイトに掲載・リンクさせて頂きます。

にじゅうまるプロジェクト事務局　宛

にじゅうまる宣言フォーム（宣言登録・ロゴ使用申請書）

国際自然保護連合日本委員会

会長　渡邉 綱男

「にじゅうまるプロジェクト参加活動規約およびロゴ使用規定」に則り、下記の通り参加登録およびロゴ使用の
申請をします。

団体名（正式）
* 国際自然保護連合日本委員会 (略称） IUCN-J

団体種別*

(選択肢の中から選択)
NPO/NGO(法人格を問わない）

中央区新川1-16-10 ミトヨビル2F　公益財団法人日本自然保護協会内

代表連絡先　Tel* 03-3553-4109 (Fax) 03-3553-0139

〒
住所

104-0033

団体ウェブサイト* http://www.iucn.jp/

にじゅうまるプロジェクト担当者様

担当者氏名 道家哲平

担当者電話番号 03-3553-4109

担当者メールアドレス bd.20.contact@iucn.jp

参加活動規約への同意
ロゴ使用規定への同意

プロジェクト名・

行動名*

（最大30字程度）

にじゅうまるプロジェクト

戦略目標A 戦略目標B

戦略目標C 戦略目標D 戦略目標E

プロジェクト・

アクションの説明*

（最大300字程度）

愛知ターゲットの実現に向けて、多くの多様な主体に活動・参加を呼び掛ける事業。
参加団体の可視化や取り組みの可視化を通じて、愛知ターゲットをいろいろな行動
に読み替えていくほか、そのためのセミナー等を行う。IUCNに対して働きかけ、全世
界的にこの活動を展開することを目指す。

プロジェクトURL*
http://bd20.jp/

活動期限* 無期限 期限あり 　　　年　　　月　　　日まで

東京都

該当する
愛知ターゲット*

(下記一覧を参考に当該項目に
○をお付け下さい)
（複数回答可）

活動地域
（都道府県に○をつけた時のみ）

活動の範囲*

該当箇所の太枠内に○をつける
都道府県

北海道

神奈川

和歌山

鹿児島

見本 

mailto:bd.20.contact@iucn.jp
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みんなが、生物多様性は大切なんだと知ろう。
その気持ちをもって、行動しよう。

国や地方は、生物多様性に気を配った計画を立てよう。

生物多様性に悪い制度は、やめよう。やめさせよう。

環境に無理をさせず続けられる生産と消費の計画を実行しよう。

森など、生き物が暮らす場所が失われるスピードを半分まで抑えよう。
ゼロを目指そう。

戦略目標B

戦略目標A

傷ついた生態系を、15％以上回復させよう。
それによって気候変動や、砂漠化の問題に貢献しよう。

生物多様性から得られる利益は、国や地域を超えて公正に分配しよう。

魚や貝など水産資源は、これからも無理なく続けられるように漁獲しよう。

農業・養殖業・林業が行われる地域を、長く無理なく活動できるよう管理しよう。

化学物質・肥料・農薬は、生物多様性に有害でない範囲まで抑えよう。

環境に害をあたえる外来種が増えるのを防ごう。入ってこないようにしよう。

サンゴなど、特に弱い生態系を守ろう。

陸地の17％、海の10％は、なにがあっても守る場所に決めよう。

戦略目標C

戦略目標D

戦略目標E

生き物や自然にまつわる伝統的な知識を大切にしよう。

生物多様性に役立つ知識や技術を豊かにしていこう。

活動を支えるために大切な資金を、協力を集め増やしていこう。

みんなで参加しながら作戦を立て、みんなで実現しよう。

絶滅危惧種を絶滅から防ぎ、ふつうの種に戻していこう。

一つの種のなかでも、多様さを大事にしよう。

生態系を守り、自然の恵みが子どもや貧しい人々にも届くようにしよう。


